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「情
報
支
援
グ
ル
ー
プ
」の
存
在 

所
長 

田
中 

浩
三 

「パ
ソ
コ
ン
」
と
い
え
ば
、
教
育
の
情
報
化
の
先
導
的
な 

役
割
を
担
っ
て
き
て
お
り
、
教
育
活
動
に
も
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
機
器
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
学
校
に
お
け
る
パ
ソ
コ
ン
の
新

規
入
れ
替
え
や
修
繕
等
に
つ
い
て
は
「
誰
が
」
「
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の

か
」
等
、
ど
れ
程
関
心
を
も
っ
て
見
て
い
る
だ
ろ
う
か
。 

現
在
、
市
内
小
中
学
校
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
等
に
あ
る
教
育
用
と

職
員
室
等
に
あ
る
校
務
用
の
パ
ソ
コ
ン
が
併
せ
て
五
千
台
余
り
存
在
す

る
。 当

然
故
障
し
た
り
、
使
え
な
く
な
っ
た
り
、
リ
ー
ス
切
れ
に
な
っ
た
り
す

る
度
に
機
器
の
入
れ
替
え
や
修
繕
が
必
要
と
な
る
。 

今
年
度
、
那
覇
市
教
育
委
員
会
内
の
「
情
報
の
一
元
化
」
に
よ
り
、
学
務

課
や
学
校
教
育
課
が
導
入
し
て
い
た
パ
ソ
コ
ン
等
が
全
て
当
研
究
所
へ
移

管
さ
れ
た
。 

当
研
究
所
で
は
こ
の
よ
う
な
パ
ソ
コ
ン
等
の
入
れ
替
え
や
修
繕
等
を
情

報
支
援
Ｇ
（
グ
ル
ー
プ
）が
行
っ
て
い
る
。 

情
報
支
援
Ｇ
で
は
パ
ソ
コ
ン
等
を
各
学
校
へ
年
次
毎
計
画
的
に
入
れ
替
え

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
の
よ
う
に
パ
ソ
コ
ン
の
Ｘ
ｐ
問
題
等
に
も
対

処
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
パ
ソ
コ
ン
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
（
二
千
台
）
や
入
れ

替
え
（四
百
十
台
）等
を
行
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
小
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
等
の
修
繕
に
つ
い
て
も
情
報
支
援
Ｇ
が
担

っ
て
い
る
。
次
は
小
中
学
校
か
ら
の
パ
ソ
コ
ン
等
の
修
繕
依
頼
の
ベ
ス
ト
三

で
あ
る
。 

一
位
：
パ
ソ
コ
ン
が
正
常
に
起
動
し
な
い 

二
位
：
共
有
フ
ォ
ル
ダ
機
器
の
故
障 

 

三
位
：
プ
リ
ン
タ
の
故
障 

こ
の
よ
う
な
依
頼
に
、
情
報
支
援
Ｇ
に
所
属
し
て
い
る
四
名
の
保
守
員

が
即
対
応
で
き
る
体
制
で
関
わ
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
九
百
件
余
り
の
修

繕
依
頼
に
迅
速
に
対
応
し
て
い
る
。 

保
守
員
か
ら
は
、
「パ
ソ
コ
ン
を
ほ
こ
り
っ
ぽ
い
所
や
温
度
が
上
が
る
所
に

お
か
な
い
」
「
電
源
の
タ
コ
足
配
線
を
避
け
る
」
「
プ
リ
ン
タ
の
ト
ナ
ー
入
れ

替
え
等
を
て
い
ね
い
に
！
」
等
を
気
を
つ
け
る
だ
け
で
も
故
障
は
も
っ
と
減

る
と
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。 

さ
ら
に
、
学
習
時
の
情
報
検
索
等
に
活
用
す
る
教
育
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
業
務
用
の
デ
ス
ク
ネ
ッ
ツ
（
ウ
ェ
ブ
メ
ー
ル
等
）
に
つ
い
て
も
情
報
支
援
Ｇ

が
そ
の
維
持･

管
理
等
を
行
っ
て
お
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
教
育
の
情
報
化
に
貢

献
し
て
い
る
。 

結
び
に
、
当
研
究
所
に
は
「教
育
研
修
Ｇ
」
と
「
情
報
支
援
Ｇ
」
の
二
つ
の

業
務
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
。
前
者
が
常
に
教
職
員
と
直
接
的
に
関

わ
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
的
な
関
わ
り
で
学

校
の
情
報
教
育
等
を
支
え
て
い
る
。
今
後
「
情
報
支
援
Ｇ
」
の
存
在
に
も

理
解
し
て
頂
き
、
声
か
け
等
を
お
願
い
し
た
い
。 
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那覇市立教育研究所 

祝・第 21回教育実践研究論文表彰 

｢教育実践研究論文｣ 
優良賞(３名)受賞 

●平成 26 年 1 月 25 日（土）にかりゆしアーバンリゾ

ート・ナハにおいて，「第 21 回教育実践研究論文」の

表彰式が行われ，本研究所修了生の３名が優良賞を受

賞しました。受賞された皆様おめでとうございます。  

今後とも研究成果を活かしご活躍されることを祈念申

し上げます。 

優 良 賞  

第 99 期長期研究員 

国吉 優子 与儀幼稚園教諭 
意欲的に体を動かして遊ぶ幼児の育成 
～戸外での運動的な遊びを通して～ 

石川 広美 城西小学校教諭 
書く力を高める作文指導の工夫 
～キーワード作文や読み合いを通して～ 

 
第 100 期長期研究員 

富山 仁志 首里中学校教諭 
思考力・判断力・表現力等をはぐくむ理科学習の工夫 

～ジグソー学習を取り入れた言語活動の充実を通して～ 

1 月 2８日（月）29 日（火）に「中間検討会Ⅱ」が行われました。 

又吉めぐみ 

指導主事 

子どもの変容をわかりやすく書くこと，手だて

が幼児にどうかかわったのか書くことの難しさ

を感じます。検討会でたくさんの先生方に意見を

いただけたおかげで，自分の研究を客観的に見る

ことができました。研究の成果を他の人が読んで

わかるように，子ども達の姿をわかりやすく書い

ていきたいと思います。（池田） 

社会的な見方・考え方が育まれたかどうかを，

アプローチシートの効果，意見交流での子どもた

ちの話し合いの流れ，最終的な社会的な見方・考

え方が見取れるような資料など考えながらまと

めていきたいです。（新里） 

1 月 23 日（木），那覇市と浦添市の初任者，新規採
用の養護教諭・学校栄養職員の 94 名の，特別支援学校
の視察研修が行われました。 

県立大平特別支援学校  小 32 名，中 12 名 
県立鏡が丘特別支援学校 小 21 名，中 ９名 
県立沖縄盲学校     小 ８名，中 12 名 
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ＩＣＴって何？の先生も「これは便利！」
を実感できます 

近々くると分かっていながら学校ＩＣＴ
化の取り組みを先送りしていませんか？
今，いよいよまったなし。その時あわてな

くてもいいように，得意な先生も苦手な先
生も今ある環境からスタートできるノウハ
ウが満載。高価な備品にホコリがかかった

ままならもったいない！【明治図書 HP より】 

図書室にて 
貸し出ししています♪ 

『学級担任のための普通教室ＩＣＴ活用術』 

 國眼厚志 著 明治図書 2013 

1 月 31 日（金） 
所内講座「社会科における活用する力について」
が行われました。 

1 月 31 日（金） 
所内講座「那覇市内歌碑めぐり」 
が行われました。 

１つの価値観だけにとらわれる教育をしな

いように教師が意識して，多様な考え方や知

識，価値観を生徒に身につけさせていく必要

があるということを感じた。（山里） 

今日の講座では新しい学びがたくさんあり

ました。また，講座の番外編で，チェコの暮

らしや様子も知ることができたのも良かった

です。（村吉） 

今日は５つの歌碑巡りでしたが，琉歌のこと，沖縄の方言，

作者の生き方などいろいろ勉強できて良かったです。垣花先

生の本を読むと那覇市だけでも多くの歌碑がまだまだある

ので，足を運んでみようと思います。（新里） 

実際の歌碑を前に垣花先生のお話を聞くことで，詩が書か

れた背景や，碑を建てた人々の思いを知ることができ，歌だ

けでなく歴史を知る楽しさを感じました。これを機会に，沖

縄の文化について，さらに興味を持って関わっていきたいと

思います。（池田） 

講師 
垣花武信先生 

泊小学校   天久小学校  前島小学校 
 
首里中学校  石田中学校  鏡原中学校 

タブレット

サポーター

の皆さん 

城間幹子 
教育長 

２月６日（木）・１７日（月） 
所内講座「効果的なプレゼンテーション」が行われました。
ＰＣを使ったパワーポイントと，iPad を使った Keynote
で作成しました。 

初めて keynote を使いました。Keynote を使ってのプレ

ゼン作成は指で直感的操作できたので思ったより簡単でし

た。これまで，図の大きさや角度の設定など，マウスで操作

していた細かい調整も指でできるので作成時間も短縮でき

るのではないかと思います。また，keynote に入っている

アニメーションの動きもおもしろく，アイディアを生かした

工夫ができそうだと感じました。（村吉） 

全体の飾りや書式など一括で管理できるマスタの作成は，

発表を見ている人が見やすい研究発表をする上で，とても有

効であると思った。また自分は統計ソフトやエクセルを使い

授業したので，それを見せるためのハイパーリンクをとても

有効だと感じた。（山里） 

今日の講座で便利な機能がたくさんあることを知り早速

使ってみたくなりました。特にスライドマスタやスマートア

ートは使いこなしたいと思います。今までは一枚ずつ設定し

てたことが，スライドマスタを使うとすべてのスライドに反

映されるので便利だと思いました。（新里） 

実際に Keynote を操作できたので，とても勉強になりま

した。感覚的に使い慣れれば，プレゼンが簡単に作れるよう

になると思います。また，iPad は持ち運びが便利であるた

め，画面を直接人に見せたり，機器に接続して活用したりし

ながら，工夫することで，いろいろな使い方ができると感じ

ました。自分の教材や記録をコンパクトにまとめていくの

に，とても便利だと思います。（池田） 

比嘉真一郎 
指導主事 

2 月６日（木）研究所会議室にて，タブレット端末を導入

する６校の先生方を対象にキックオフ研修が行われました。 

講師 
上地弘美先生 


